
KERATEINE SPW× ファイバーハンス × マレイン酸ポリマー
原料濃度 MIX 処方のハイブリッド活性ケラチンコンク　

ケラフェクト　コネクタートライアルセット
KERAFFECT CONNECTOR TRIALSET

コネクター原液とベースフォーム 10 倍希釈のトライアルセット

※KERATEINE® とは？
KERAFFECT 独自開発原料で唯一の活性ペプチド / ケラチン

低分子から高分子の幅広い分子量と
毛髪結合性、毛髪親和性が高くダメージ補修力が高い



ケラフェクト コネクター　トライアルセット

原液 50g/10 倍希釈フォーム 50ml 

カラー / ブリーチ　1 剤 2 剤、総量の 5％MIX
毛髪へ類似したアミノ酸組成のオリジナルケラチンが
ダメージによる強度ダウンを防ぎます

カラー / ブリーチの前処理として
プレシャン後、フォームで全体に塗布、コーミング（塗布量 1 人 10ml 程度）

クイックトリートメントとして（ハイダメージの場合は原液推奨）
シャンプー後、全体に塗布→コーミングして軋みが出てきたら流し→トリートメント→流し→ドライ

販売元：株式会社トライアングル　東京都世田谷区奥沢 6-8-21 アルス C

コネクター原液

コネクター 10 倍希釈

KERAFFECT CONNECTOR TRIALSET

WHAT’S  ‘ ‘KERAFFECT’’?

BRAND HISTORY

　現場の声を形にする「マーケットアウト」

をコンセプトに掲げ、理美容関連の事業を

手掛ける株式会社トライアングル。2020

年、同社トライグッズ事業部は、画期的

な活性ケラチンブランド『KERAFFECT』

を発表した。さまざまなケミカル処理の

過程で髪の保護・補修効果を発揮する「コ

ネクター」を皮切りに、ダメージ毛を幅

広い角度からケアする粧剤を開発。この

『KERAFFECT』の根幹を成す最大の特徴

が「活性ケラチン」だ。

　毛髪を構成する成分であるタンパク質。

そのタンパク質のほとんどを占める「ケラ

チン」を配合することで髪のダメージをケ

アする製品は、これまでにも数多くのブラ

ンドからリリースされている。しかし一般

　一般的なケラチンと、『KERAFFECT』

の根幹を成す「活性ケラチン」の違いとは

何か？　それは、活性ケラチンが人間の毛

髪を形成するタンパク質（ケラチン）と極

めて近い点にある（図1）。ヒトの毛髪を構

成する18種のアミノ酸と活性ケラチンの

それとを比較すると、それぞれの含有率が

非常に近く、全体的にほぼ同様のバランス

的なケラチンは分子量が大きく、毛髪内

部に浸透させるのが難しいことに加え、

原料となる羊毛などからケラチンを抽出

する際、パワーの強い薬剤を使用するた

め、その過程でケラチンを構成するアミノ

酸を劣化させてしまうケースがほとんど

だった。そうした多くのハードルをクリ

アし、アミノ酸を劣化させずに抽出した

「活性ケラチン」を使ってつくられたのが

『KERAFFECT』だ。同ブランドで最初に

リリースされた処理剤「コネクター」には、

ケラチン原料の処方において大きな課題

だった低分子化を実現した活性ケラチンを

配合。そして現在では、低分子～高分子活

性ケラチンを毛髪のさまざまな箇所に対し

て確実に作用、浸透、定着させる処理剤や

で構成されていることが分かる。つまり活

性ケラチンは、ヒトの毛髪ケラチンと限り

なく近い成分だと言えるのだ。

　また『KERAFFECT』が採用している活

性ケラチンは、S-S結合（シスチン結合＝

システインが2つ結合している形）を保持

しており、毛髪の構成成分としっかりつな

がり、ダメージ毛に対して高い補修効果を

ツールを開発・展開。ブリーチ＆カラーや

パーマ、ストレートパーマといったケミカ

ル処理によるダメージリスクの低減、傷ん

だ髪の補修を可能にし、その劇的な効果で

多くのサロン、美容師から厚い支持を得て

いる。

「実際に使ってもらえれば、絶対に効果を実

感していただけます」と語るのは、トライ

グッズ事業責任者であり、『KERAFFECT』

を立ち上げた松本鉄平氏。自身も美容師と

して活動していた同氏は、「サロンのお客

さまにもっとケア効果を実感してもらえる

製品はないか」と追求し続けた結果、自身

でオリジナル製品の開発に着手。既存製品

の分析に始まり、粧剤の原料となるケラチ

ン、さらにはヘアケアに効果的なケラチン

のもととなる羊毛の探求や、抽出されたケ

ラチン原料の調達、そして各種成分のベス

トな配合バランスの研究から製品化まで、

全てのプロセスで徹底したこだわりを貫

いてきた。

　ないものは、つくればいい。現場が求め

るものを開発し、提供する「マーケットア

ウト」のスタンスを崩すことなく、美容師

としての視点でサロンのお客さまが効果

を実感できるものを生み出す。こうし

た思いが『KERAFFECT』の根底

にあり、同シリーズは美容師

のスキルを十分に生かせる

素材環境をつくりながら、

ヘアスタイル提案の可能

性を広げ続けている。

1980年生まれ。栃木県出身。株式
会社トライアングル常務取締役、ト
ライグッズ事業責任者。日本美容専
門学校卒業後、美容室数店舗での勤
務を経て、2010年に株式会社トラ
イアングル入社。’17年にトライグッ
ズを立ち上げる。製品開発や原料調
達など、プロダクト開発全般を担
当し、’20年に活性ケラチンブランド
『KERAFFECT』を立ち上げる。現
在もサロンワークを続けながら、同
社の経営理念である「マーケットア
ウト」を軸に国内、海外へ事業展開
している。

KERAFFECTオリジナルの「活性ケラチン」

T E P P E I   M AT S U M OTO

開発者プロフィール

松本鉄平
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（図１）毛髪ケラチンと活性ケラチンの
アミノ酸組成比較

（図3）KERAFFECT コネクター使用・
毛髪試験データ

（図2）毛髪内部の結合イメージ
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※S＝システイン
※K＝ケラチン

活性ケラチンの
イメージ

活性ケラチン配合「コネクター」の使用例。
3回のブリーチ後でも、髪の強度ダウン
はわずか0.3％。

毛髪引張強度の計測データ
（ブリーチ剤の総量にコネクターを5％添加し、
3回ブリーチ施術後の強度）

発揮する（図2）。さらに低分子活性ケラチ

ンを配合した「コネクター」を使用した毛

髪と、使用していない毛髪とでは、その強

度に明らかな違いが生じることも立証され

ている（図3）。

　こうした結果は全て、髪に限りなく近

いケラチン＝活性ケラチンの賜物。なお

『KERAFFECT』シリーズとして最初に

発表された「コネクター」は、低分子化

された活性ケラチンをベースとしている

ため、髪を内側から強化。さらに現在、

『KERAFFECT』シリーズには低分子活性

ケラチンだけでなく、中分子、高分子活性

ケラチンを主軸とした処理剤や、それらの

浸透・定着を促す製品も次々とリリースさ

れ、髪の総合的なケアを可能にしている。

トライアルセットおすすめの使い方


